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（１）震災メモリアルと総合的研究機関

①震災メモリアル拠点構想

○被災地の市町村では、大規模で特徴的な被災箇所を保存し、震災の記憶を

風化させずに、自然の造形、歴史遺産、防災教材として後世に伝えていくこ

とを目指し、国や県と連携する中で 「震災メモリアルパーク(記念公園)」

として整備する構想の検討が進められています。

○震災メモリアルパーク構想については、関係市町村とともに課題整理を行

いあらゆる可能性について検討していきます。

○ 震災 1 周年等に全県的な復興イベントを開催するなど、震災後に寄せら

れた国内外からの支援・協力に感謝の意を表すとともに、震災の経験と教訓

を広く県内外に積極的に発信していきます。

②震災アーカイブ・ミュージアムの整備

○被災地の市町村では、震災の資料、写真、映像等を収集、蓄積、再構成し

て震災の記憶や教訓を伝承する災害アーカイブス(大規模な記録や資料の収

集 ・ミュージアム（博物館）等を整備する構想の検討が進められています。

○「長岡防災安全コンソーシアム」 等により提言されている(※)震災アー

カイブス・ミュージアムについて、被災市町村等と協力し実現に努めます。

また、中越大震災の経験と教訓を次世代に引き継ぐとともに、全国の防災対

策に資するため、被災者をはじめ災害対策に携わった関係者等の取材をもと

に、震災記録誌を作成します。

中越地震の遺構保存とメモリアル施設

中越大震災復興ビジョンから中越メモリアル回廊へ

公益社団法人中越防災安全推進機構

学芸員 筑波 匡介

１．はじめに

本稿では、震災から 10 年が経過した新潟県中越地

震（新潟県中越大震災、以下「中越地震」）における

震災遺構が、どのように整備されたのか整理する。

また震災遺構とともに、震災の教訓を伝える施設と

して地域に整備された中越メモリアル回廊について

も紹介したい。

２．復興計画の中の震災メモリアル

（１）新潟県中越大震災の概要

2004（平成 16）年 10 月 23 日 17 時 56 分、新潟県

中越地域を震源としたマグニチュード 6.8 の地震が

発生した。最大震度 7 を記録し、本震直後にもマグニ

チュード 6以上の余震が立て続けにおこり、本震以降

も各地で斜面崩壊が多く発生したことが特徴として

あげられる。

妙見の崩落現場で起こった、発生から 92 時間後の

救出劇は人々の記憶に残る場所となり、また旧山古志

村の木籠集落が水没していく様子は、日々テレビなど

で報道され、中山間地を襲った地震として強く印象に

残っている。早くからこの二か所は、現場保存の候補

として上がり、結果として、中越メモリアル回廊の拠

点として整備が進められていくこととなる。

（２）中越大震災復興ビジョン

2004 年 12 月 27 日に震災復興ビジョン策定懇話会

（第 1回）が開催された。新潟県の復興計画を策定す

るにあたって、方向性の共有を図るため、中越大震

災復興ビジョン（以下「復興ビジョン」）の策定を進

めることを目的とした組織であった。この復興ビジ

ョンは、震災復興ビジョン策定懇話会（総合アドバイ

ザー：人と防災未来センター長河田惠昭氏）にて、学

識経験者らによる作業グループにて意見交換が行わ

れ、三回の懇話会での議論を経てまとめられている。

年が明けた1月に開催された第2回目の懇話会にて、

長岡商工会議所会頭から、「水害／震災のキズ跡をモ

ニュメントに」として「自然災害／地震ミュージアム」

の建設が提案されており、日本政策投資銀行からは

「震災復興メモリアル」が提唱されている。（１）

その頃は、被災地では雪が降り始め、生活再建に

むけた議論が本格化し始める時期でもあった。仮設

住宅での暮らしが始まったばかりの時期でもあり、

地震発生から３ヶ月後の議題として、現場保存やメ

モリアル施設の設置などが話題に上がるのは、時期

的に早かったのではと感じている。

ここでの提案は、震災の記憶を継承することはも

ちろんであるが、観光と結びつけた誘客も目的とさ

れており、とくに被害規模が大きかった妙見や、山

古志木籠（東竹沢崩落現場）など、報道にも取り上げ

られた印象に残る現場が候補に挙げられている。

顔写真

(ファイルでの

ご提出をお願

いします。）

表.１ 新潟県中越大震災復興計画



特集 災害の記憶を伝える

復興 (13 号) Vol.7 No.1 2015.7. 64

水害及び震災の記憶を消滅させずに貴重な体験として次世

代に伝え、学習・研究などの地域振興のために有効に活用す

ることが重要であります。このため、妙見の土砂崩落現場や

山古志地域東竹沢地区の河道閉塞現場などの大規模で特徴的

な被災場所を保存し、「震災メモリアルパーク」として整備

します。

また、水害・震災の記録を集約・公開して国民共有の財産

として広く学習や研究などに活用できる「アーカイブス・ミ

ュージアム」を整備します。

第２章復興課題、目標、方針と施策

課題５災害に強いまちづくり

被災の記録、震災体験を保存、記録し、その教訓を発信しま

す。

施策の展開

1メモリアルパークを建設し、地震の脅威を後世に伝えます。

2 震災体験をまとめ、文集を作ります。

3 映像、写真、報道記録の保存をします。

主な事業

220 メモリアルパーク建設事業

221 震災アーカイブス・ミュージアム誘致事業

223 震災記録誌制作事業

224 震災写真の収集・保存事業

表.２ 小千谷市復興計画

表.３ 長岡市復興計画

復興ビジョンでは、「震災アーカイブスやミュージ

アムの整備と被災地サテライト配備」として、一か所

に設置する拠点型のみではなく、回遊するサテライ

ト方式の仕組みが提案されている。また、交流人口

の拡大は、過疎地域にとって必要であることも明記

されている。

このビジョンを取りまとめるにあたって、参加し

た長岡造形大学名誉教授である平井邦彦氏は、1999

（平成 11）年に発生した台湾集集地震（九二一大震

災）の教訓から多くを参考とし、中山間の地域資源の

磨き上げや、遺構保存の取り組みなど多くを学んだ

という。(2)

（３）復興計画での考え方

復興ビジョンでの議論を経て、2005（平成 17）年

8 月に新潟県中越大震災復興計画（以下「県復興計

画」）が発表された。復興施策の項目として、震災の

経験と教訓の継承・発信を目的として、「震災メモリ

アルと総合的教育研究機関の設置」として上げられ、

①震災メモリアル拠点構想、②震災アーカイブス・

ミュージアムの整備が明文化されている。①につい

ては、現場保存を意図していて、国、県と連携しな

がら記念公園の整備を進めることが述べられている。

また②については、資料収集・保存を行いながらそ

れらを収蔵する建物の整備を意識している。

小千谷市では、復興計画は 2005 年 7 月にまとめら

れている。その中の課題５災害に強いまちづくりの

中で、被災の記録、被災体験を保存、記録誌、その

教訓を発信することが述べられている。文言につい

ては、復興ビジョンからの踏襲であると考えられる

が、メモリアルパーク、震災アーカイブス・ミュー

ジアム誘致が掲げられている。（表.２）

2005 年 8 月に出された長岡市復興計画においても、

重点プロジェクトとして、災害メモリアル拠点の整

備が上げられている。（表.３）震災の教訓を伝えて

いくことに関して、各自治体では検討されているこ

とが分かる。

現在中越メモリアル回廊が設置されている川口と、

山古志であるが、川口町の復興計画には、震災ミュ

ージアム、アーカイブ、ミュージアムと言った文言

は見受けられない。合併直前にまとめられた山古志

村復興計画には、震災メモリアルに代わって、山古

志情報センターが上げられている。続く長岡市復興

計画にも、この情報センターが引き継がれている。

このように関係する自治体では、早くから震災メ

モリアル、アーカイブ・ミュージアムの整備を標榜

している。

（４）災害メモリアル拠点整備基本構想へ

これらの計画を発展させて検討されたものが、「災

害メモリアル拠点整備基本構想」(3)であり、2007（平

成 19）年 3 月 28 日に策定がされた。この基本構想は、

長岡市、小千谷市、川口町の被災した2市1町で取り

まとめており、災害メモリアル構想を国、県、関係

機関へ要望する目的として取りまとめられている。

「復興と飛躍の礎～災害を未来の糧に～」を理念とし

て拠点づくりを提唱している。
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表.４ 中越メモリアル回廊のオープンまで

すでに回遊型の施設整備構想が提案されており、

長岡、川口、小千谷、山古志・太田、妙見に施設を

整備する方針が出されている。この構想は、人と防

災未来センターや、雲仙岳災害記念館を参考事例と

して取り上げている通り、かなり大規模な整備計画

でもあった。

３．メモリアル施設の成立まで

（１）「震災の記憶」保全・収集事業

復興計画が各自治体でまとめられた後、2007 年に

復興基金によって、資料収集・保全を目的として「震

災の記憶」収集・保全支援事業(4)（以下「震災の記憶

事業」）が設置され、現・公益社団法人中越防災安全

推進機構（以下「機構」）が事業主体となった。

広範囲な被災地で専門的に資料収集・保全し、メモ

リアル施設整備事業に取り組むには、当時の機構の体

制では困難であったため、事業を進めるため外部に協

力を求めることとし、震災発生後、地域で資料収集に

取り組む関係機関に連携を呼びかけ、2007 年 5 月に

「震災アーカイブス検討会」を開催した。ここでは、

各機関の取り組みの情報交換や、基金を活用して震災

の記憶事業を進めていくことが議論された。この会議

には、新潟県、長岡市、小千谷市、十日町市等の被災

自治体と新潟県立図書館、新潟県立歴史博物館、長岡

市立中央図書館等の専門機関から出席いただいてい

る。この会議を契機として、地域にすでにあった資料

収集、活用といった専門家たちのネットワークに参加

させていただくことになった。

（２）専門機関との連携による記録の収集

2008（平成 20）年、震災アーカイブス検討会のネ

ットワークを活用し、機構は、新潟県立歴史博物館に

て開催された企画展「山古志ふたたび」に参加させて

いただいた。この企画展では、旧山古志村の歴史・民

俗・文化・伝統といった展示を中心に、被災した時計

等の実物資料と復興に向けた地域団体の活動を展示

した。機構は、あまり経験のない資料の展示について

のノウハウを学ぶことができ、専門家との連携が強化

されたと考えている。

この時展示に使用したパネルは、機構が引き受けそ

の後も展示の機会を設けている。一方、紙資料等の収

集については、長岡市立中央図書館文書資料室（以下

「文書資料室」）や、小千谷市立図書館等との連携の

必要性があった。文書資料室は、長岡市史編纂室を前

身とし、資料収集・保存が専門であり、震災に関する

資料を「災害アーカイブ」としてすでに収集を進めて

いた。また、新潟県立図書館、小千谷市立図書館でも

震災に関する図書・資料の収集が行われていた。そこ

で、資料の収集・整理作業は専門である図書館等で行

い、整理後、完成した目録を共有することで分業化を

年月日 項目 概要

04.10.23 中越地震発生 妙見で母子 3名被災

04.12.27 ～

05.02.23

震災復興ビジョン策定懇

話会
災害メモリアルを提案

05.03.01
新潟県中越大震災復興ビ

ジョン策定

災害メモリアルパーク、

アーカイブ、ミュージア

ムを観光と関連

05.03.01
新潟県中越大震災復興基

金設立

約 600 億円規模の支援事

業

05.08
新潟県中越大震災復興計

画策定

震災メモリアルと総合的

研究機関を明記

07.03.22
震災アーカイブス・メモ

リアル検討会

国・県・市などによる意

見交換

07.03.28
災害メモリアル拠点整備

基本構想策定

2市 1町による提案、妙見

メモリアルを明記

07.04.16
「震災の記憶」保全・収

集事業

3年間で1億円規模の支援

事業

07.11.29
災害メモリアル拠点整備

基本構想発表
3首長による発表

08.04.23
メモリアル拠点整備委員

会開催

中越防災安全推進機構が

開催

10.03.15
中越メモリアル拠点整備

基本構想
4施設3パークとして提案

10.03.17 ～

03.18

災害メモリアル拠点整備

基本計画に対する提言を

提出

中越防災安全推進機構が

2市 1町に対して提出

10.03.31
災害メモリアル拠点整備

基本構想を県へ要望
2市 1町より提出

10.05.18
メモリアル拠点整備・運

営等支援採択
基金が支援を決定

11.10.22
中越メモリアル回廊がオ

ープン
3施設 3パークが整備

13.10.23
中越メモリアル回廊がグ

ランドオープン

やまこし復興交流館オー

プン
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進めることとした。機構は、資料収集・整理について、

専門性のある図書館等へ委ね、いずれ立ち上げるメモ

リアル拠点における資料の展示・活用のトライアルを

先行して進めることとした。

また、図書館等の専門機関には、中越メモリアル回

廊の施設整備のために設置された整備検討委員会、展

示運営委員会に参画してもらい、施設整備とその後の

運営等の協力を継続的に行ってもらっている。

国土交通省の外郭団体でもあり、復旧期においては、

中間支援組織の役割を務めた旧北陸建設弘済会（現北

陸地域づくり協会）と連携した、「中越地震被災地視

察コアルート」等では、被災現場の説明、視察ルート

なども、現在中越メモリアル回廊のトライアルでもあ

り、現地案内の試行として検討を重ねた。この看板設

置にもやはり賛否あったが、冬期間の積雪を考え、仮

設の看板形式として、地域からも受け入れられないも

のは、無理に設置せず、必要と言われたものは、継続

的に設置を進めるように検討を進めてきている。ここ

でも地域との対話が図られたものと考えている。

（３）メモリアル回廊までの保存の取り組み

中越地震の応急仮設住宅については、この建物の保

存も行った。メモリアル施設が完成するまでの「つな

ぎ」としての位置づけで、デイサービス施設と、仮設

住宅の各 1 棟を外部視察者等の受け入れ施設として

残すこととした。

中越の仮設住宅では高齢社会を反映して我が国初

のデイサービス施設が設置されていた。仮設住宅の入

居者がいなくなってからは、地元の子育て支援団体で

ある現NPO法人多世代交流館になニーナに建物の活

用をして頂き、近隣に建設された復興公営住宅に入居

する高齢者の憩いの場としても利用いただいた。機構

は、この施設の管理者として、施設の保全に務めると

図.１中越メモリアル回廊運営組織について
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ともに被災者を支援する NPO の側面支援を行った。

これらを残すことで、普通であれば、見ることのでき

ない仮設住宅の内部を見学することが可能となり、

2007（平成 19）年 7 月に発災した中越沖地震の被災

者は、この残された仮設住宅を入居前に訪れ、仮設住

宅の暮らしの準備を行うことができた。また、この仮

設住宅は、2013（平成 25）年に撤去の必要があり、

その一部は、小千谷と山古志の中越メモリアル回廊施

設にて展示している。

（４）中越メモリアル回廊

中越メモリアル回廊は、「中越まるごとアーカイブ」

をキーワードに被災した現場のみならず、地域情報も

お伝えできるように、地域と連携をしながら施設整備

を進めてきた。また施設ごとに、検討委員会を設けて、

学識経験者、地域の代表、行政から施設の役割や、運

営についての検討に参加いただいた。

回廊施設としてそれぞれに特徴をもった 4 施設と、

現場保存を目的とした 3 パークから成り立っている。

「長岡震災アーカイブセンターきおくみらい」は、

中越メモリアル回廊のゲートウェイを担っており、回

廊の中核施設と位置づけている。きおくみらいで、震

災の全体像を知り、より詳細な情報を他の施設まで出

かけて、学んでいただく仕掛けを意図した。「おぢや

震災ミュージアムそなえ館」は、防災学習に重点を置

いている。震災の経験から得た教訓などを、災害から

3 日後、3 ケ月後、3 年後とフェーズを区切り、その

フェーズ毎に必要な備えがわかる展示の工夫をして

いる。そして日頃の備えを自ら考えていただくように

意図している。「川口きずな館」は、震災をきっかけ

に生まれた人と人との絆（住民同士、住民と外部者等）

を伝える役割を担い、震災当時の過去の絆を伝えるだ

けではなく、現在進行形で広がり続ける人と人のつな

がりを紹介している。「やまこし復興交流館おらたる」

は、故郷の歴史と文化や復興の歩みを伝える役割を持

つ。住民が震災で全村避難をしても、山古志に戻り、

故郷を再生した歩みを住民自身の語りで伝えている。

やまこし復興交流館おらたるの愛称は、全国公募で

決めた。「おらたる」は、山古志の古い言葉で「おら

のあたり（私たちの場所）」が転訛したものと言われ

ている。この愛称が示す通り、やまこし復興交流館が、

地域にとって私たちの場所となるように、取り組みを

進めている。この復興交流館は、山古志住民によって

運営されているNPO法人中越防災フロンティアに運

営委託している。ちなみに、山古志同様、川口きずな

館も川口住民によって設立されたNPO法人くらしサ

ポート越後川口に運営委託されている。他にも、おぢ

や震災ミュージアムそなえ館では、小千谷市民によっ

て設立されたNPO法人防災サポートおぢやと連携の

中で語り部プログラムや講演等が行われている。この

ように、中越メモリアル回廊は、震災の記憶を収集し、

発信するメモリアル施設の機能は勿論のこと、住民が

主体的に活躍する舞台としての機能も有していると

考えている。

４．中越の震災遺構

（１）3 つのメモリアルパーク

メモリアルパークは、震災の象徴的な場所に整備を

進めた。「震央メモリアルパーク」は、中越地震の本

震震央地に位置し「はじまりの公園」とした。ちなみ

に、この震央は、震災 1 周年のイベントの中で、地

域住民が GPS を使って探し当てた。震央は棚田の中

心に位置し、現在ではこの田んぼで「震央米」と名付

けられた米が生産され、名産品として販売されている。

「妙見メモリアルパーク」は、大規模な土砂崩落によ

り数台の車を巻き込んだ被災現場近くに位置し「祈り

の公園」として整備した。毎年の 10 月 23 日には、

献花台にいくつもの花が手向けられている。「木籠メ

モリアルパーク」は、中越地震最大の土砂崩落により

発生した河道閉塞によってできた水没集落の近くに

位置し「記憶の公園」として位置付けている。ここで

は地域住民らが中心となり「郷見庵」を運営し、外部

から来た来訪者と交流の輪を広げている。次項目以降

に、筆者も担当した二つのメモリアルパークについて

概要をまとめる。
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（２）木籠メモリアルパークの背景

長岡市山古志木籠は、大規模な土砂災害による河道

閉塞によって集落が水没した象徴的な場所である。地

震発生から避難指示が続き、2007（平成 19）年 4 月

1 日に解除されるまで、仮設での暮らしを続けていた。

そもそも芋川が水没した状態となるのは、下流域の土

砂崩れによる河道閉塞によってダム湖ができ、上流の

木籠集落が水没したのだが、このダムを完全に撤去す

れば、水没は免れた。しかし崩落した斜面の下側を削

ることは、さらなる土砂崩れを誘発することにもなり、

排水路の高さは、木籠集落よりも約５m 高くなり、

結果水没することとなった。これらを検討したのが

「芋川河道閉塞対策検討委員会」（委員長：丸井英明

新潟大学教授）であり、ここでの決断の結果、木籠は

水没を受け入れることとなった。このダムを決壊させ

ると、下流域の現魚沼市竜光地区などが土石流に襲わ

れることにもつながり、この災害を山古志に封じ込め

ているともいえる。

避難生活を続けるなかで、復旧工事が進められ水没

した集落の上を通過する木籠橋が完成し、人の往来も

多くなっていた。

当初、住民は水没した家を見ることはつらく、河道

閉塞部分の完全撤去が技術的には行えず、集落が水没

したままの状態であることを知ると、撤去を求めたと

聞く。見ることがつらいこともあるが、壊れたままの

家をそのままにしていることが、恥ずかしく、みっと

もないと感じていたという。

避難指示解除を受けて、5 月 30 日には木籠の区長

を中心として、工事現場の払い下げを受けたプレハブ

で「郷見庵」を開始した。震災当時の新聞記事や、写

真、メッセージなどを展示して、訪れる人が、ただ通

り過ぎるのではなく、交流が生まれるようにと始めた

という。この郷見庵は、その後 2008（平成 20）年 8

月より集落の中心に近い位置に移され、アスファルト

舗装など行い、多くの来訪者を受け入れる下地ができ

た。

おおよそ、地域の復旧が終わった時期を見て、2008

年 8 月 28 日長岡市は管理者である国土交通省北陸地

方整備局湯沢砂防事務所に対して、木籠集落保存の要

望を提出している。国は検討を行っているが、砂防指

定地内であり、下流域への流失等も考えられることか

ら、上流 11 棟に関しては重機により撤去を行い、下

流の建物 9 棟に関しては、地盤が不安定であり、重

機による建物の撤去が難しいとして存置している。現

状 10 年がたち、かなり倒壊がすすんでいるが、残さ

れた軽自動車や牛舎の後も確認することができる。ま

た、より詳しい状況を確認したいのであれば、春か、

秋の雑草のない時期をお勧めしたい。そして現在も土

の堆積は進み、建物自体の風化も進んでいる。

（３）木籠の現在

木籠メモリアルパークは、中越メモリアル回廊とし

て位置づけられており、特別な施設は整備していない。

地元が、基金等活用し、郷見庵を設置し、運営は独自

で行っている。木籠ふるさと会が中心となり、約 200

名ともいわれる会員によって支えられている。郷見庵

図.２ 山古志東竹沢の崩落現場

図.３木籠メモリアルパーク



特集 災害の記憶を伝える

復興 (13 号) Vol.7 No.1 2015.7. 69

の運営には、この会員が日ごとに入れ替わるなどして

運営を担当している。ここでは交流人口を増やしなが

ら、地域の持続可能性の獲得に向けて取り組んでいる。

また中越地震から 10 年目にあたる 2014（平成 26）

年 8 月 31 日には、山古志の特定非営利活動法人中越

防災フロンティアが主催し、災害で崩れた土地の上で

防災運動会を開催した。関係する各機関からの協力も

あり、震災の象徴的な場所を住民自らが踏みしめるこ

とができた。これまでの 10 年を振り返るとともに、

今までの支援に対する感謝の気持ちを伝える機会と

もなった。

（４）妙見メモリアルパークの背景

3 人親子が土砂にのみこまれ、92時間後の救出劇が

あった崩落した場所は、かつての国道 17 号であり、

現在はバイパス化されて県道である。ここは日に約

7000 台～の交通量があり、地域にとっての生活道路

でもあった。また旧山古志村への最短ルートでもある。

道路は切り立った崖にそった桟道橋であり、危険箇所

としてもある程度の認識があったという。また併走す

るようにＪＲ上越線のトンネルがあり、現場付近で東

京側の出口となっていた。また下流約１km には、上

流のＪＲ発電所の水量調整をおこなう妙見堰があり、

長岡市の取水口もありライフラインとしても重要な

施設が存在している。

（５）妙見の被害と復旧

崩落規模が大きく、「県道復旧」「廃道処理」「河川

管理者（国土交通省）による復旧」「道路管理者（県）

による復旧」について検討が重ねられたといい、県が

復旧工事を担当する方針が示されたのは、2004（平

成 16）年 12 月下旬となった。もともと国道のバイパ

スが開通し、道路の危険も認められていたため、道路

は復旧せずに廃道とする計画もあり、また軟弱地盤で

もあることから、工事着工までには時間が掛かった。

これらの経緯については、速やかに復旧工事を行う必

要があったため、担当官同士の口頭でのやり取りのみ

で議事録は残されていないために、詳らかにすること

ができない。震災発生後は、道路を復旧させることが

急務であり、航空写真などから復旧予算を立て、国よ

り災害査定を受けている。

通行ができない期間には国道 17 号に交通が集中し、

加えて復旧車両等も多く通行したため渋滞がおこり、

早期復旧を望む声が多くあった。

復旧工事を担当した新潟県長岡地域振興局では、い

くつかの復旧案を提示し、現場保存を意識したトンネ

ル迂回案、河川橋梁案、原型復旧案などが検討され、

実際には安定地盤まで崩落斜面を切り割り、崩落部分

の大部分を避ける提案となり、崩落部分が残ることと

なった。実際に復旧工事が完工し、道路が開通したの

は 2 年半後の 2007（平成 19）年 3 月 24 日のことで

ある。

（６）関係機関との調整

妙見メモリアルパークに関しては、河川に崩落して

いる土砂及び道路構造物の安全性、旧道部分の管理な

ど行政手続きがあり、議論を重ねてきた。旧道部分の

土地については 2 市と機構による協議会が、県から土

地の払い下げを受け、管理を担うことで合意にたどり

着いている。

崩落物の安全性に関しては、現場を残すにあたって、

道路構造物のそのほとんどが河川区域内にあり、原則

撤去するべきであるが、今回のメモリアル拠点整備構

想をうけた、県による安全確認調査を担保として河川

管理者とも存置することで合意に達している。

妙見メモリアルパークは、現場保存としてよりも、

図.４妙見の崩落現場
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祈りの場として整備を行ったが、砂質化しやすい土質

であるためにそもそも保存が難しくここでも、基本的

には風化を見守るのが現状である。

（７）地元での声

復興ビジョン等でも取り上げられ、注目をもって地

元新聞にも取り上げられ、恒常的な渋滞が解消されな

い中で進んだ保存の提案に対して反対意見も多く寄

せられた。保存すべきか、復旧優先なのか意見が交わ

されていたのは、新聞紙面からも確認できる。(5)

7 年が経過した時点での地元浦柄町内での説明で

は、参加の役員から、祈りの場としての意義はわかる

が、現場保存に対して前向きな意見は少なく、崩落物

の撤去を望む声が多く聞かれたことも事実である。

祈りの広場として整備した現在は、10 月になれば

献花が絶えることはない。

５．中越メモリアル回廊の現在

中越メモリアル回廊は、復興基金による運営を行っ

ており比較的柔軟な運営が行われている。館の整備が

始まる以前から運用開始後のイメージを持ち、様々な

関係者を増やしながら、トライアルを重ねてきた。現

在は、地元のＮＰＯが運営にも参加し、地元の顔が見

える施設として地域からも活用が図られている。過

疎・高齢化、人口減少が進む地域にあって、問題は様々

あるが、復興ビジョンにある新しい持続可能性の獲得

に挑むことが、復興への一助になるものと考えている。

たしかに、施設で働く若い職員は、自分たちの地域に

価値を見つめ直し、その魅力を来訪者へと伝えたいと

考えている。この地域に対する愛着をもって、働くこ

とが、地域の持続可能性につながるものと考えている。

また当機構では、2007（平成 19）年 7 月に発生し

た新潟県中越沖地震のメモリアル施設の準備も進め

ている。

この施設は、展示施設としてだけでなく、市民活動

センターとして柏崎市の準備も進められている。この

建物は旧公会堂喬柏園といい、1938（昭和 13）年に

建設された既存施設の活用としている。国の有形文化

財に登録されている歴史的建造物でもある。

市民活動の拠点として、また中越沖地震のメモリア

ルアル施設として、二つの機能を持つこの施設名を

「かしわざき市民活動センターまちから」とした。中

越沖地震の知見と教訓をこれからの防災・減災社会の

実現に向けてこの「まち」のこの施設「から」発信す

ることをイメージしている。

また市民活動センターとして、「まちづくり」「市民

力」「発信」をキーポイントと捉えて、「まち」「力」

「～から」を組み合わせた愛称を選定した。これから

もまちづくりの推進と市民力の更なる発展を相乗的

に進めながら、「まち」としての「力」を発信する拠

点という意味も込められている。多くの市民に関わっ

ていただきたいと考え、今準備を進めている。今後は

この施設にもぜひ注目をお願いしたい。
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